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●視察日時 
    令和 6年 10 月 22 日（火）～23日（水） 
 
●視察地 
    山梨県甲州市（市議会における 主権者教育） 
    長野県大町市（常任委員会代表質問 議会における政策サイクルの実施） 
 

●参加の目的 

令和７年度より取り組み予定の小中学生への主権者教育の導入を前に先進地の
事例を学ぶことでより精度の高い主権者教育を行う一助とする。議員個人の一般質
問ではなく委員会代表質問としてより多くの議員の賛同を得た形で質問を行う事で
より実行力の高い質問を行う事ができる。議会における政策サイクルは今年行った
予算決算委員会における提言をより精度化することにつながる。 

 

●視察項目 

【10 月 22 日 山梨県甲州市】 

１．市議会からの出前教育授業について 

① 子ども議会開催による効果と出前教育授業による効果の違い 
② 小学校と中学校での授業内容の違い、効果の違い 
③ 教育委員会、学校側との調整事項 
④ これまでの開催で、実施後に改善した内容 
 

２．主権者教育への今後の取り組みについて 

① 出前教育授業の後に実施した子ども議会の要領 
② 出前教育授業の実施による効果 
③ 主権者教育の取り組みにおける課題事項、今後の展望 

 

【10 月 23 日 長野県大町市】 
１．議会の政策提言、政策立案、政策調整委員会について 

① 大町市議会基本条例第17 条に基づく政策サイクルの実施 
② 政策調整委員会の開会状況、政策調整委員会での意見の整理   
③ 政策立案、政策提言を受けて、執行部で取り組まれた事項 
④ 政策提言、政策立案の課題、今後の展望 
 

２．委員会代表質問について 
① 委員会代表質問の導入経緯 
② 委員会代表質問におけるテーマの選定方法、手順 
③ 委員会全会一致での代表質問の方針 
④ 代表質問後を受けて執行部で取り組まれた事項 
⑤ 委員会代表質問の課題事項、留意事項 

 

●視察者：瑞浪市議会 議会運営委員会 

委 員 長   田翔太   
副委員長 榛葉利広 
委  員 棚町潤 柴田幸一郎 熊谷隆男 柴田増三 
議  長 成瀬徳夫   
副 議 長 奥村一仁 
随  行  議会事務局総務課課長 
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●視察行程 

【1 日目】 

 

 

 

 

 

期 日 行　　程 備　　　考

10月22日 瑞浪駅改札前 集合

(火) 瑞浪駅 発

　ＪＲ中央本線 快速  中津川行  9:23　名古屋発　　 8:43 中津川駅着

　ＪＲ特急しなの3号  長野行   8:51 中津川駅発   9:54 塩尻駅着

　ＪＲ特急あずさ18号 新宿行  10:18 塩尻駅発    11:15 甲府駅着

　ＪＲ中央本線 普通 大月行  11:21 甲府駅発

塩山駅 着

・・・甲州市様公用車・・・

【昼食】 ◆ 甲州市勝沼　ぶどうの丘

     甲州市勝沼町菱山5093

     TEL0533-44-2111 (ｶﾚｰﾗﾝﾁ）

・・・甲州市様公用車・・・

甲州市役所 着 公用車内に荷物を置いたままでよいそうです。

【視察】 甲州市議会

　甲州市役所
　① 市議会からの出前教育授業に
　　 ついて

　　甲州市上戸田1-18-1 　② 主権者教育の今後の取り組み
　　 について

甲州市役所 発

・・・甲州市様公用車・・・

塩山駅 着

塩山駅 発

　ＪＲ中央本線 普通 小渕沢行  9:23　名古屋 発　16:17 甲府駅着

　ＪＲ特急あずさ33号 松本行 16:27甲府駅発発 　17:37 松本駅着

松本駅 着

・・・徒歩・・・

【ホテル】 ◆ アルピコプラザホテル

 アルピコプラザホテル      松本市深志1－3－21

　　松本市深志1－3－21      TEL 0263-36-5055

ロビー集合

・・・徒歩・・・

【夕食】 ◆ 稲匠（いなしょう)

     松本市大手2－1－6 ｽｶｲG大手ビル１F

     TEL 0263-88-7633

12:00

～

12:50

↓

↓

↓

↓

11:40

↓

時 間

8:05

8:16

↓

↓

13:15

18:45

↓

13:05

15:30

～

15:15

↓

15:45

15:56

17:37

↓

17:50

18:30
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【２日目】 

 

 

 

 

 

 

 

期 日 行　　程 備　　　考

10月23日 ホテル 発

(水) ・・・徒歩・・・

松本駅 発

　ＪＲ大糸線 普通 信濃大町行  17:48 松本駅発  8:52 信濃大町駅着

信濃大町駅 着

・・・大町市様公用車・・・ 公用車内に荷物を置いたままでよいそうです。

大町市役所 着

【視察】 大町市議会

　大町市役所
　① 議会の政策提案、政策立案、
　　 政策調整委員会について

　　大町市大町3887番地 　② 委員会代表質問について

大町市役所 発

・・・大町市様公用車・・・

信濃大町駅付近

【昼食】 ◆ タカラ食堂

　　大町市大町八日町3284

     TEL 0261 - 22 - 0178　（そば）

・・・徒歩・・・

信濃大町駅 着

信濃大町駅 発

　ＪＲ大糸線 普通 松本行                    15:18 松本駅着

　ＪＲ特急しなの18号  名古屋行  15:53 松本駅発    17:08 中津川駅着

　ＪＲ中央本線 快速 名古屋行  17:37 中津川駅発

瑞浪駅 着

瑞浪駅 解散
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●視察内容 

【1日目】10 月 22 日（火）山梨県甲州市 

 

１. 小中学校における主権者教育導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

  ＊詳細は添付資料参照 

小中学校における主権

者教育導入のきっかけ 

当初は小中学生を対象に子ども議会を開催することを目的とし

て議会内に「子ども議会研究会」を立ち上げた。しかし、子ども

議会の開催前に小中学生へ議会や市政の仕組みを理解してい

もらう必要があると考え、授業内容を考え教育委員会や校長会

と意見調整を行い、2 年後に実施に至った。 

小中学校における主権

者教育の実施状況 

今年で実施 2 年目、5 月に 17 の小中学校へ 3 人の議員を 1 グル

ープとして派遣している。 

改善点 当初は小中学校へ同じスライド、説明を行っていたが、理解度に

差がありより学年に応じて分かりやすい用語に変更した。スライ

ドや原稿を入念に準備し、主権者教育であり、議員個人の主張と

ならないように工夫している。 

 

 

毎年、議会モニターから出されたすべての意見に対して、議会で

検討した結果を回答している。令和 4年度は 12件の意見、提言が

あった。これまでに、市議会だよりの左開きへの変更や記事内容

の変更、市議会議場録画の放映時間の表示など、意見が反映さ

れ改善されている。 
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 考   察 】 

甲州市では教育委員会や校長会との 

意見調整に時間がかかり、開催までに入 

念な準備が必要となった。実施した小中 

学校からは好評であり、その後の子ども 

議会の実施に繋がっている。 

授業の質問の時間では議員報酬や休 

日の過ごし方など、議員に興味を持って 

もらうことに成功している。将来の議員の 

なり手不足などに直結するかは不明だが、議会への理解から投票率の向上や、子育て中の親

などにも議会の必要性が伝わるだろう。子ども議会では質問する議員から答弁する執行部側

まですべて子どもで構成されており、議員と子どもとの間で入念な準備を行っている。 
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【2日目】10 月 24 日（火）長野県大町市  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

２．議会における政策サイクルの実施について 

委員会代表質問の導入 令和元年から委員会代表質問制度を導入した。委員会代表質問

では 20 分（答弁を除く）の質問時間があり、議員個人の質問に

比べ、執行部側の対応が強く求められる。質問にあたり、委員

会内の合意を得る必要があり、実施までに数か月の時間を要す

る。 

議会における政策サイ

クル 

前年度決算をもとに次年度へ議会から提言を行い、10 月には執

行部側から回答を得ている。それによりさらに行うべき内容は

次年度予算への要求も含め、12 月議会には委員会として質問を

行える体制が出来ている。 

＊詳細は添付資料参照 

【 考   察 】 

委員会代表質問では 4 か月ほど前から発案者を代表として委員会内で協議を行い、

委員会第業質問を行っている。テーマは災害対応や中心市街地の活性化、障がい者福

祉ビジョンなど多くの議員の賛同が得られる内容に絞られるが、より多くの民意の

反映が行える。政策サイクルでは決算をもとに議会からの要望に執行部側が速やか

に回答している。瑞浪市の状況だと 9 月末の意見書の提出から翌年の回答となり、

次年度の予算への反映は難しい。事業評価に関連させるのであれば前年度評価が固

まるまで実施は難しく、提案時期を早めて回答時期を早めるなど工夫が必要か。 
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